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素材生産業者の現状と展開方向＊  

熊本県の実態を挙例に  

堺  正 絃＊＊  

抄  録  

人工林資源を基盤に地域の林異を活性化するためには，森林組合の林産挙発とともに民  

間の栄樹生産楽者を育成し，地域的素材生産力の向上を図る必繋がある．本報告は，この  

ような紫材生産紫者の育成方向を検肘したものであり，熊本県内の栄樹生産薬着金戯に対  

するアンケート調査によって，①経常構造（企業形態，生産規模及び労働力），②生産構  

造（林薬機械等の生産力基盤，生産用立木の取得形態及び生威した察材の販売）そして③  

直面する間濁点と練題などを明らかにし，これをもとに索材生産柴宿の育成方向を検討し  

ている．紫材生産楽者の育成方向としては，①育成対象を2000m3以上の上層に限定し，  

それ以下は伐出労働者として再編成すること，②嵩性能林楽機械のオペレ一夕等の若手労  

働者の発成のために有給別の公的林楽労働者餐成機関を創設し，第3セクター方式の団体  

をこのような方向に再編成すること，③高性能林発機械の移入を促進すること，④礫材生  

産菜者を主たる組合戯とし，幅広い軍楽櫻冒を有する林産啓発協同組合を創設すること，  

などを授雷している．  
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1． は じ め に   

1．1．研究の目的   

素材生産業は，林業という産業にとってその基本的な商品である木材の生産過程の最終  

段階を担う重要な位置を占めている．この素材生産塞がなければ，植林や保育を熱心に行っ  

たとしても，その森林の市場価値を実現することはできない．寮材生産業の健全な発展は  

林糞にとって不可欠であり，戦後の造林地の成熟化が進み，資源的にようやく「国産材時  

代」を迎えようとしている現私避けて通ることのできない課題となっている．   

ところで，素材生産過程の担い手の血つとして森林組合による林産事業があり，林業構  

造改番事業等を通してその強化が図られてきた（堺，1994）．その軍楽盈は年々潜実に増  

大し1987年度には398万がに達したが，その後，材価の低迷等により減少に転じ91年  

度319万がまで後退した．このような林産事菜は，林業生産・流通の地域システムの中  

核として林家の森林経営活働の活性化に大きく寄与しており，その鵬層の推進が望まれて  

いるのである（堺，1992）．   

しかし，民有林素材生産厳に占める森林組合林産事業のシェアは91年度は13％にすぎ  

ない．凝もシェアの高かった87年度でも18％である（赤羽，1992）．民有林における素  

材生産魔の8割強は森林縫合以外の森林経営者（林家等）や民間の素材生産業者によって  

担われている（熊吼1987）．とりわけ寮材生産業者によるところが大きいのであって，  

地域における寮材生産力を高め，林業の活性化を図るためには，森林組合だけでなく，民  

間の素材生産業者を育成し，その活力を商めることが盈要である．国産材時代を現実のも  

のとするためには，「民間素材生産業者の育成とそれによる地域的素材生産力の向上」が  

教鞭課題とされるべきなのである（船越，1993）．   

1．2．研究の方法   

このような民間の素材生産業者の生産活動の現状と直面する問題点を明らかにするため  

に，1993年秋に熊本県内の素材生産楽者に対するアンケート調査を行った．   

アンケート調査は，熊本県内の木材業登録をしているすべての素材生産業者を対象とし，  

調査窮を熊本県の各県事務所を通して配布し，後日，回収するという方法で行った．調査  

欝の配布数は635通，回収数は463通で回収率は73％であった．ただし，回収調査欝の  

うちに無効回答（「生産実横顔し」及び「無回答」）が111通あり，有効回答数は352通  

で有効回答率は76％（対配布数では55％）であった．  

2． 素材生産栄者の経営構造  

2．1．経営形態と生産規模   

素材生産業者の経営形態は，個人経営が63％ともっとも多く，ついで会社の29％，森  

林組合の8％であり，協同組合は1企業体にすぎない．1000m3未満の小規模層では4分の  

3以上が個人経営であり，2000m3以上では会社が主体である．なお，森林組合等は5千～  

1万m3にその大半が集中している（衆1）．   

生産規模別に業者数をみると，200m3未満が31％でもっとも多く，ついで200～500m3   
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衆1紫材生産楽者の経営形態  

TablelOrganizationsformanagementofloggingenterprisesbydealingvolumeclasses・  

楽   巻   数  構  成   比  

生産規模                        総数  会社  協同  個人  森林  総数  会社  協同  個人  森林     組合  経営  組合    組合  経常  組合   

200m3未開  109  田    92  2  100．0  13．8    84．4   1．8   

200～500   70  13    55  2  100．0  18．6    78．6   2．9   

500′〉1000   39   6  口  30  2  100．0  15．4  2．6  76．9   5．1   

1000′～2000   48  20    25  3  100．0  41．7    52．1   6．3   

2000～5000   41  26  7  8  100．0  63．4    17．1  19．5   

5000～1万   16   7  8  100．0  43．8  6．3  50．0   

1方m3以上  13  10  3  100．0  76．9  23．1   

不 明   16   3    13    100．0  18．8    81．2  

総 数   352  100    223  28  100，0  2臥4  0．3  63．4   8．0   

資料：熊本県内の釆材生盛栄者アンケート調査結果による（以下同じ）．   

注：アンケ】ト欝の配布数は635通，回収数463通（回収率73％），有効回答数352通（有効回答率  

55％）である．  

衆2 寒村生産楽著の生産規模と噂兼発別  

Table2 Numberofloggers，PrOducedvolumeandfulItimeor  
notbydeaIingvolume．  

推定生度盛  軍兼業別  

生産規模  業者数         楽者  ％  1000m3  ％  軍楽 … ％   兼楽   

200m3未満   109  31．0   10．9   1．7  15 …13－8   94   

200′～500  24．5 … 3．9  52   
500～1000  29．3  4．6  23   

1000～2000  72．0   ■11．3  25   

2000ハ〉5000  14315  ま 22．6  23   
5000′～1万  120．0 ぎ18．9  13   

1万m3以上  235．0 …37．0  田   
ー 不  明   16  ‡  5  31．3  田   

総  数   352  100  635．2  100  104  29．5  247   

注：生産魔の推定は各階層の中間傍を平均生産盈として行った．  

の20％が多く，以下1000～2000m3の14％，2000～5000m3の12％，500～1000Ⅰガの11％，  

5000～1万m3の5％，1万が以上の4％の順である．1000m3以下の小規模，零細欒者が  

全体の76％を占め，2000rガ以上は20％にすぎない．なお，全国平均は200m苧未満が22  

％でもっとも多く，以下200～500Ⅰガの17％，ついで500～1000m3，1000～2000rガ及び  

2000～5000nヂがそれぞれ16％，5000が以上の14％であり，2000が以上が30％を占めて  

いる（熊崎，1987〉．   

素材生産盈を，各階層の平均生産数を中間値と仮定して推定すると635千m3（これは  

1991年の熊本県の素材生産蕊902千m3の70％に相当する）となる．規模別では，1万m3  

以上が37％を占めてもっとも大きく，ついで2000～5000m3の23％，5000～1万m3の19  

％であり，これら2000m3以上で全体の78％を占める．業者数で20％にすぎない上層の策   
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者に生産畿のほぼ8削が集中しているのである（褒2）．  

2．2．常用作業員   

紫材生産楽者が常用している作業戯数は総数で1939人であり，規模別では2000～5000  

m3が24％でもっとも多く，ついで1万m3以上と5000～1万m3の17％，1000～2000m3  

の14％などであり，上層業者により多い．平均作業員数は5．5人であるが，1万‡ガ以上  

の25．5人，5000～1万m3の20．0人，2000～5000m3の11．2人など，2000m3以上の上層業  

者では多くの作業員を常用している．－一方，2000王ぜ未満層では，1000～2000m3の5．6人  

をはじめ，500～2000王ガの3．6人，200～500iガの2．9人など伐出班を1班ようやく構成で  

きるかどうかの人数しか常用していない．その意味で，2000Ⅰガ未満層の多くは自ら作楽  

班長を勤める一人親方や家族労働力で営まれているものと思われる．   

常用作梁頗の年齢層は，40代以上が82％と圧倒的に多く，30代は13％，20代は90人，  

2％にすぎない．しかし，1万m3以上では30代に20％，20代に10％，さらに10代に  

も3人，5000～1万Ⅰぜでもそれぞれ14％，4％おり，これらの上層では不十分ながらも  

若手の労働者の参入が認められるのである（襲3）．  

衆3 素材生産楽者の常用従業員の年代別人数  

Table3 Numberofre糾Iiaremployeesbyageclassesanddealingvolume．  

従  業  戯  数（人）  構   成   比（％）  

生産規模  
総  数   10代  20代  30代  40代 以上  総 数  10代  20代  30代  40代 以上   

200nヂ未満  187  1．7    4  15  168  100．0    2．1  8．0  89．8   
200～500   200  2．9    7  26  167  100．0    3．5  13．0  83．5   

500′－1000  140  3．6    14    104  100．0    ま0．0  15．7  74．3   

1000▲・、2000  267  5．6    8  35  224  100．0    3．0  13．1  83．9   

2000～5000  460  11、2   2  10  34  414  100．0  0．4  2．2  7．4  90．0   

5000へ′1万  320  20．0    13  46  261  100．0    4．1  14．4  81．6   

1万m3以上  332  25．5   3  32  67  230  100、0  0．9  9．6  20．2  69．3   

不  明   33  25．5      7  24  100．0    6，1  21．2  72．7   

総  数  1939  5．5  5  90  252  1592  100．0  0．3  4．6  13．0  S2．1  
注：従翠戯数の総数の右欄は1楽者当たり従梁戯教．  

常用労働者の年間平均就労日数を業者単位にみると，150～209日の業者が23％でもっ  

とも多く，ついで210日以上の20％で，以下90～149日の17％，59日以下の15％，  

60～89日の7％の順である．200伽ぜ以上では210日以上が6割前後を占めほぼ通年驚用  

が実現されているが，2000m3未満の階層では150～209E博90～149日などの業者が多い  

（衆4）．   

社会保険への加入状況をやはり業者単位でみると，凝用保険35％，健康保険53％，厚  

生年金28％，農林年金9％であり，社会保険等の整備が遅れている（衆5）．   
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生産規模   総 数  29日  30～  60へ′  90～  150～  210日  不明     以下  59日  89日  149E】  209日  以上   

200m3未満   109  20  15  16  16   8   2  32  

策                     200～500   70   5   10  13   14   9  13   

500～1000   39  14   8   2  

者  48  2  19  13  2   
2000～5000   3   13  24  

数  2   6   5   

1方m3以上   3   8   

不  明   3   3   3  6  

総  数   352  26  26  32  59  80  72  57   

200m3未満  100．0  19．6  1▲l．7  15．7  15，7  7．8  2．0  29．4  
200～500   100．0  7．4  8．8  14．7  19．1  20．6  13．2  18．6  

構 成 比                                        500～1000  100．0    7，9  2．6  28．9  36．8  21．1  5．1   1000～2000  100．0    2．1  4．3  23．4  40．4  27．7  4．2   2000～5000  100．0      2．4  7．3  31，7  58．5     5000～1万  100．0  6．7    6．7  13．3  40．0  33．3  6．3   1方m3以上  100．0      7．7    23．1  61．5  7．7   不  明  100、0    6．7    20．0  20－0  20．0  37．5   総  数  100．0  7．7  7．7  9．4  17．4  23．6  21．2  16．2  
衆5 栄樹生産楽者の社会保険への加入状況  

Table5 Numberofloggersjoinedtosocialsecurities．  

凝 用  健 康  厚 生  農 林  
項 目  

保 険  保 険  年 金  年 金   

回答総数   463   463   463   463   

加入率者   137   204   107   35   

未加入薬者   252   180   275   343   

無 回 答   74   79   81   85   

加 入 率   29．6   44．1   23．1   7．6   

睦：加入率は回答総数に対する割合．  

3． 素材生産米者の生産構造  

3．1．生産力基盤   

察材生産業者の生産力を規定する林業機械体系は「チェーンソー・集材機・トラック」  

という1960年代に形成された体系が現在も支配的である．すなわち，集材機は粂材架線  

の保有率が58％に達し，自走式搬機も31％あるから大半の素材楽者がこれを導入してい  

るとみてよい．また，トラックは45％であるが，クレーン付きトラックの53％を加える  

とこれもほぼすべての業者が保有しているとみられるのである．   

もっとも，これらの林栄機械の保有率は上層ほど大きい．集材架線は500m3未満は42   
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％であるが，500～2000m3では74％，2000～1万m3が86％，1万m3以上が85％など，  

規模によって大きな差がある．同様に，クレーン付きトラックも500m3未満の39％に対  

して1万m3以上の77％とやはり大きな差がある．鵬方，林内作業車はこれらとは対象的  

に500m：iの40％，1万m3以上は46％とほとんど差がない．林内作業寒が主に小規模層  

に導入されているためであろう．なお，自走式織機は500m3未満では17％であるが，1  

万m3以上では61％に噂入されており，前二者以上に差が大きい（衆6）．  

褒6 林楽機械等の軍人状況  

Table6 Numberofloggersintroducedhighperformanceforestry  

macl血esbylogglngVOlume．  

合計  500m3衆滴  500～2000  200～1万  1万m3以上  

林契機械琴                 業者  田 rコ  発着  同 lコ  楽者   ．エヽ Eコ  発着  田 ‡コ  梁者  内 に】   

巣材架線  205  610  75  127  64  155  49  211    109  
5＆2  3．0  ぜJ．β  J．7  73．6  ヱイ  鉱β  イ．∫  朗．6  鼠β  

自走式搬機  110  148  31  35  42  50  26  8  18  
3J．β  J．β  ブス∂  j．J  J＆3  J．2  賂6  j．ざ  ∂ヱ．百  2．3  

タワーヤーダ  4   5  2  3   3   

ホイルトラクタ   9   9   3   3   2   

クロラトラクタ    25   4   4   7  14   2   2   

林内作発寒  152  204  72  7ア  43  61  27  44   6  18  

承ヲ．2  了、J  尋∂．2  エJ  イ斗イ  エ2  イエイ  j．6  感鼠2  且β  

トラック  159  243  80  110  40  61  27  37   7  30  

々β．2  j．β  朗．7  J．〃  d氏∂  J．β  イ㌻イ  j．〃  と道．β  d，β  

クレーントラック  

ゑヲ．J  J．2  β鼠J  J．β  α）．9  J．2  符．7  J．β  裕タ  J．7  

グラップ／レ寒  23  35   2   2   4   4    14   6  15  

鋭5  エβ  J．J  J．β  吼∂  J．∂  了見3  J．β  〃a2  2．5  

ダラップルソー  9  12  4   4   4   2   

フェラパンチャ   8   8   2   2   2   2   

スキッダ  

プロセッサ  20  26   12  13   9  

丘7  1．3  αざ  了、り  ノ．ノ  エβ  之～．J  J．∫  d没2  J．2  

ハーベスタ  7   7   3   3   2   

人頗輸送革   152  260  40  48  62  104  38  78   9  26   

現場休憩施設   55  117    18  18  21  19  35   7  43   

注：1）斜体字の発着機はそれぞれの林業機械等を噂入している業者の割合   

2）斜体字の台欄は噂入している楽穏当たりの林業機械等の台数．   

3．2．立永の取得形態   

熊本県では人工林率が61％に達し，しかも素材生産盈の83％を針葉樹材が占めている  

ので，素材生産発着の生産した樹種も大串が針薬樹材である．全部針寮樹というものが  

57％で療も多く，半分以上が針葉樹も22％と，針葉樹材を中心に生産している業者が約  

8割に達するのである．もっとも，規模別にみると2000m3未満では全部針英樹が6割前  

後を占めているが，2000m3以上では3～4割にとどまり，半分以上が針葉樹と一部広葉樹  

を生産している楽者が4～5割を占めている（衆7）．   

また，生産した林地の所有形態は，全都民有林が74％と圧倒的に多く，ついで半分以   
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衆7 生産した素材の樹種割合別業番数  

1、able7 Numberofloggersbyrateoftreespeciesof  
producirlganddea】ingvolu汀把，  

191   

生産規模  総 数   
全部 針葉樹  過半が 針薬樹  過半が 広  全部   不明他   

葉樹   広葉樹  

200m3未満   109   75   13   10   3  

奨  70   姐   7   9  

500～1000   39   25   4   4   

1000～2000   48   32   12   2   2  

者  41   24   6  

5000～1万   16   6   6   4  

1万m3以上   13   6   2  

数  16   4  3   3   6  

総  数   352  199   78   37   10               28   

200m3未満   100．0  68．8  11．9  7．3  9－2  2．8  

構  100．0  58．6  18．6  10．0  12．9  

500′～1000   100．0  64．1  10，3  12．8  10．3  2，6  

1000～2000   1（10．0  66．7  25．0  4．2  4．2  

成  100－0  26．8  58．5  14．6  

5000～1万   100．0  37．5  37．5  25．0  

1方m3以上   100．0  3臥5  46．2  15．4  

比  100，0  25．0  18．8  18．8  37．5  

総  数   100．0  5臥5  22．2  10．5  8．0  2．8  

褒8 栄樹生産を行った林地の所有形態割合別莱番数  

Table8 Numberofloggersbyrateofforestownershipof  
producil唱anddealingvolume．  

生産規模  総 数   
全部 国有林  過半が 国有林  過半が 民有林  全部 民有  不明他   

林  

200m3未満   109   7   94   
楽  70   3   59  

500～1000   3g   2   5  29   

1000へ′2000   48   6   3   8   31  
者  41   4   10   8   

5000～1万   16   10   
1万m3以上   13  3   5  

数  16   12   2  

総  数   352  17   44  259   8   

200m3来朝   100．0   0．9  2．8  6．4  86．2  3．6  

構  100．0   4．3  1．4  10．0  84．3  

500・・～1000   100．0   5，1  5．1  12．8  74．4  2．6  

1000～2000   100．0  12．5  6．3  16．7  64．6  

成  100．0   9，8  24．4  19．5  46．3  

5000′－1方   100．0   6．3  6．3  18．8  62．5  6．3  

1万m3以上   100．0  23．1  38．5  38．5  

比  100．0  6．3  6．3  75．0  12．5  

総  数   100．0   4．8  6．8  12．5  73．6  2．3  
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襲9 紫材生産の実施場所割合別楽番数  

Table9 Numberofloggersbyrateofareaofproducingand  
dealingvolume．  

192  

生産規模  
全部  

総 数   県内   県内   県外   県外   
不明他   

200m3未満   109   101   2   2   3  

兼  7（1   60   5   4  

500～1000   39   33   

1000′－2000   48   33   4  

者  41   28   7   4   

5000～ユ方   16   5   

1万11や以上   13   7   5   

数  16   12   2  

総  数   352  284   15   9   5   

200m3未満   100．0  92．7  1．8  1．8  0．9  2．8  

構  100．0  85．7  7．4  1．4  5．7  

500′－1000   100．0  84．6  7．7  5．1  2．6  

1000ノー2000   100．0  68．8  22．9  8．3  

成  100．0  68．3  17．1  9．8  4．9  

5000～1万   100．0  62．5  31．3  6．2  

1方m3以上   100．0  53．8  38．5  7．7  

比  100．0  75．0  6．3  6．3  12．5  

総  数   1．4       1（）0．0  80．7  11．1  4．3  2．6  

衆10 栄樹生産の立木欝・蒋負割合別業番数  

TablelONumberofloggersbyrateofpurchaseofstandingtreeorcontractanddealingvolume．  

生産規模  総 数  全部 立木貿  過半が 立木買  過半が 箭魚  全部 繭免  自家 山林  不明他   

200m3未満   109   49   23   8   12   16  

楽  200～500   70   34   8   14  3  

500～1000   39   20   3   5  

1000～2000   48   28   5   6   6   2  

者  41   6   14   8  

5000～1万   16   3   6   5  

ユ万n13以上   13   4   4   4  

数  16  9  2   2   13  

総  数  352  158   61   48   56   2  35  

200m3未満   100．0  65．1  16．5   3．7   臥3  6．4  

構  200～500   100．0  64．1  12．9  10．0   7．ユ   ヱ．4   ア．1  

500～1000   100．0  59．0  17．9  10，3  10．3  2．6  

1000′－2000   100．0  66．7  20．8   4．2   4．2  4．2  

戌  100．0  29．3  53．7  12．2  4．9  

5000～1万   100．0  43．8  31．3  18．8  6．2  

1方m3以上   100．0  3臥5  38．5  23．1  

比  不  明   100．0  31．3   6．2  31．3  12．5  12．5  

総  数   100．0  56．3  21．9  9．4  6．3  0．9  5．4  
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上民有林の13％で，民有林で翠業を行っている業者が圧倒的に多い．国有林主体は，全  

部国有林の5％と半分以上国有林の7％の12％にすぎなし）．規模別では，2000m3以上では  

全郡民有林の割合がいくぶん少なく，一部国有林で生産している（過半が民有林）業者の  

比率が高くなっている．とりわけ1万m3以上では半分以上国有林が23％，2000～5000m3  

を占めており，上層では国有林への依存度が高いといえよう（衆8）．   

素材生産を全部県内で行った業者が81％を占めているが，上層では一部を県外で生産  

した栄者（過半が県内）が3剖強を占めており小規模層よりも活動範周が広い（衆9）．   

素材生産した立木の所有関係は，全部立木買が56％で最も多いものの，残りの44％は  

一部ないし全部が請負であり，請負の形で生産を行っているものも少なくない．とくに，  

規模別では上層ほど静負の占める比率が大きく，小規模層では全部立木買が約6割を占め  

ているのに，2000～5000m3では29％，1万m3以上では39％にとどまり，多少なりとも  

鰐負で生産を行っているものが多くなっているのである（喪9）．  

3．3．素材の用途と出荷先   

主・間伐別では全部主伐が31％で殴も多いが，全部間伐も26％，以下過半が間伐21％，  

過半が皆伐20％と，間伐を行っている業者がきわめて多い．規模別では1万m3以上では  

過半が皆伐が69％，全部皆伐が15％，計84％と皆伐のウエートが著しく高く，5000～1  

方m3や2000～5000m3もそれほどではないがやはり皆伐に傾斜している．上層では轡伐  

のウエートが相対的に高いといえよう．他方，500m3未満では全部間伐や過半が間伐が多  

く，間伐を主体に紫材生産が行われていることがわかる（衆11）．  

衆11素材生産の皆伐・間伐割合別柴宿数  

TablellNumberofloggersbyrateofclearcuttingor  

thinningbydealirlgVOlume．  

生産規模  総 数   
全部   過半が   過半が   全部   不明他   

皆伐   皆伐   間伐   間伐  

200m3未満   109   24   23  45   6  

莱  70   26   12   25  

500～1000   39   15   6   8  

1000～2000   48   16   13   13   5   

者  41   14   15   4  

5000～1万   16   6   2   7   

1万m3以上   13   2   9   

数  16   6   2   2  3   3  

総  数   352  109  69  73  91   10   

200m3未滑   100．0  22．0  10．1  21．1  41．3  5．5  

構  100，0  37．1  10．0  17．1  35．7  

500′～1000   100．0  38．5  25．6  15．4  20．5  

1000～2000   100．0  33．3  27．1  27．1  10．4  2．1  

成  100．0  34．1  36．6  19．5  2．4  

5000～1万   100．0  37．5  12，5  43．8  6－3  

1万m3以上   100．0  15．4  69．2  15．4  

比  100．0  37．5  12．5  12．5  18．8  18．8  

総  数   100．0  31．0  19．6  20．7  25．9  2．8  
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嚢12 紫材生産莱薯の経常形態別にみた伐採方法  

Table12 Numberofloggersbyorganizationfor－management  
andmethodofctltting，  

19‘1  

生産規模  総 数  全部 皆伐  過半が 皆伐  過半が 間伐  全部 間伐  不明他   

会社組織   99   30   35   16   16   

楽  

者  個人経常   219   77   29   40   70   3   

数  森林組合   28   5   17   5  

総  数  347  109  69  73  91  5  構  会社組織  100．0  30．3  35．4  16．2  16．2  2．0   協同組合  100．0  100．0          成  個人経営  100．0  35，2  13．2  18．3  32．0  1．4  比  森林組合  100．0  3．6  17．9  60．7  17．9     総  数  100．0  31．4  19．9  21．0  26．2  1．4  
なお，これを業者の経常形態別にみると，森林組合では間伐が圧倒的に多いが，これと  

は対象的に会社組織では皆伐のウエートが高く，間伐を主体に生産を行っている業者はご  

く少ない（衆12）．  

素材の用途は，全部製材用という莱者が56％と最も多く，過半が製材用の22％を加え  

ると78％に達する．しかし，規模別では1000ma未満の小規模層では全部製材用が6割と  

大半を占めるが，2000m3以上では山部にチップ材などが含まれるところの過半が製材用  

喪13 生産した栄樹の用途割合別業番数  

Table13 Numberofloggersbyrateoftimberuse（sawlurnber，WOOdchips  
andothers）anddealingvolume．  

生産規模  総 数  全部 製材用  過半が 製材用  過半が チップ  全部 チップ  その他 が過半  不明他   

200m3未満   109   71   18   4   9  

楽  200～500   70   43   9   7   5   5  

500′～1000   39   23   7   4   4  

1000へ′2000   48   32   10   2   2  2  

者  41   12   22   5  2  

5000～1万   16   7   5   3  

1万11f以上   13   5   5   3  

数  不  明   1（i   5   5   2  3  

総  数   352   198   77   33   22   3   19   

200m3来朝   100．0  65．1  16．5   3．7   8．3  6．4  

構  200′－500   100．0  64．1  12．9  10．0   7．1   1．4   7．1  

500～1000   100．0  59．0  17．9  10－3  10．3  2．6  

1000～2000   100．0  66．7  20．8   4．2   4，2  4．2  

成  100．0  29．3  53．7  12．2  4．9  

5000′～1万   100．0  43．8  31．3  18．8  6．2  

1万m3以上   100．0  38．5  38．5  23．1  

比  不  明   100．0  31．3   6．2  31．3  12．5  12．5  

総  数   100．0  56．3  21．9   9．4   6．3   0．9   5．4  
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という業者の方が全部製材よりも多く，かつまた過半がチップも12～23％と比較的高い  

割合を占めている．上層では製材用材だけでなくチップ等の生産も行われているのである  

（衆13）．   

したがって，上層では生産した素材の出荷先もいくぶん多様である．すなわち，全体で  

は全部市場が47％で最も多く，ついで半分以上市場と全部をその他がそれぞれ15％であ  

るが，2000m3以上の上層ではチップエ場などへの出荷を意味する過半がその他のウエー  

トが高く，製材工場への健納は認められない．他方，2000m3未満の小規模層では製材工  

場やその他への直納が多いという特徴がある（衆14）．  

衆14 生産した紫材の出荷先割合別楽者数  

Table14 Numberoflog酢rSbyrateofcustomer（logauctionmarket，SaWmi11  
andothers）anddea】ingvolume．  

全 部  過半が  過半が  全 部  過半が  全部を   

総 数  
不明他  

200王Ⅵ3未満   109   53   12   5   9   2   21   7  

紫  70   39   6   2   3   4   5  

500～1000   39   20   6   3   2   3   4   

1000～2000   48   24   2   6   3  

者  41   13   15   3   5   3  

5000～1万   16   2  3  3  

1万m3以上   13   7   2  4  

数  16  3   6   3  

総  数  352   167   53   13   18   23   53   25   

2001ガ未満   100．0   4臥6  11．0   4－6   8．3   1．8  19．3   6．4  
構  100．0  55．7  8．6   2．9   4．3   5．7  15．7   1．4  

500～1000   100．0   51．3  15．4   7．7   5．1   7．7  10．3   2，6  
1000′～2000   100．0   50．0  1臥8   2．1   2．1   6．3  10．4   6．3  

成  100．0   31．7  36．6  7．3  7．3  
5000～1万   100．0   50．0  12．5  18．8  18．8  
1方m3以上  100．0   53．8  15．4  30．8  

比  100．0   18．8   6．3  1臥8  37．5  

総  数   100．0   47．4  15．1   3．7   5．1   15．1   7．1  

4． 素材生産発者の展開方向  

4．1．直面する問題点   

素材生産雑考をとりまく環境はきわめて厳しいものがあるが，このような状況の申でど  

のような将来展望を描いているのであろうか．衆15は素材生産業者に5～10年後へ向け  

ての経営の展望を聞いたものであるが，現状のまま維持したいが45％で殴も多いものの，  

番楽をやめたいが23％もあり，軍楽を拡大したいの22％を上回っている．   

規模別では，5000～1万がで軍楽を拡大したいが50％，同じく1万がでも46％と上  

層では拡大の意向が強いが，2000m3未満の下層では現状で維持したいが多いものの，事  

業をやめたいも高い割合を占めるなど総じて将来展望は消極的である．   

それでは素材生産を行う上で何が問題なのであろうか．   
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衆15 素材生産発の将来（5～10年先）の経常  

Table15 Numberofloggersbyviewof王ogging（ToenIarge，tOCOn貢nue，tO  
reduceandtostop）anddealingvolume．  
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箪紫を  

総 数   拡大し  

たい   

200m3未満   109   15   43   13   37   

業  70   35   19  

500～1000   39   10   23   2   3   

1000～2000   48   22   10   3  

者  41   12   17   6   6  

5000～1万   16   8   7  

1万m3以上   13   6   6   

数  16   2   6   6   

総  数   352   76  159  29   81   7  

200m3未満   100．0  13．8  39，4  11．9  33．9  0．9  

構  100．0  15．7  50．0  7．1  27．1  

500～1000   100．0  25．6  59．0  5．1  7．7  2．6  

1000～2000   10（）．0  25．0  45．8  2．1  20．8  6．3  

成  100．0  2913  41．5  14．6  14．6  2．4  

5000～1万   100．0  50．0  43．8  6．2  

1方m3以上   100．0  46．2  46．2  7．7  

比  100．0  12．5  37．5  6．3  37．5  6．3  

総  数   100．0  21．6  45．2  臥2  23．0  2，0  

衆16 紫材生産を行う上でとくに問題となること（評点）  

Table16 Pointsofloggingmanagementproblemsbydealingvolume．  

軍楽資  技術労  若手労  国有林  民有林  経営の  作梁に  原木市  将来の  
生産規模別                     金の確  働者の  働者の  での覇  での箪  跡継ぎ  適した  墳の設  展望に   保  確保  確保  雑魚の  

業魔の  
確保   確保   ない   

200m3未満  －0．07  －0．69  －0．98  0．63  －0．25  －0．71  0．06  0．40  －0．73   
200′、500  －0．03  －0．76  －1－22  0．26  …0．15  －0．81  0．03  0．22  －0．86   
500～1000  －0．70  －0．77  －1．17  －0．ヰJ  －0．49  －0．92  －0．25  0．06  →1．00   
1000～2000  －0．02  －1，04  －1．45  0．02  －0．23  －0．49  0．16  0．27  －0．98   
2000～5000  －0．58  －1．24  …1．75  －0．37  －0．54  －1．10  鵬0．28  －0．05  －1．掴   

5000～1万  －0．85  －1．00  －1．93  －0．07  －0．79  －1．29  －0．21  0．29  －0．79   
1万m3以上  －0．69  －1．08  －1．54  －0．23  鵬0．92  －1．00  －0．23  0．00  －1．38   
不  明  －0．06  －0．79  －0．67  0，43  0．00  －0．13  －0．19  0．40  －0．13   

総  数  －0．25  －0．86  －1．26  0．15  －0．33  －0．78  …0．04  0．23  －0．91   

注：各項目について「大いに問題あり」「いくらか閉篭あり」「なんとも習えない」「あまり問題ない」「まっ  

たく問題ない」のいずれかを選択し，それぞれの評点を－2，－1，0，＋1，十2点として平均得点  
を膵定した．  

アンケート調査では，寒材生産業者が液面するいくつかの問題を呈示し，それぞれにつ  

いて問題の度合いを「大いに問題」－2点，「いくらか問題」－1点，「なんともいえない」   



索材生産発着の現状と展開方向  197  

0点，「あまり間腰ない」」－1点，「まったく問題ない」十2点から選択してもらい，評点  

法によって歪み付けを行った．この方式では「大いに問題」の割合が多いほど，したがっ  

てマイナス点が大きいほど，その間腰を盛要祝する業者が多いことを意味するし，それぞ  

れの得点を平均することによって問題相互閤や階層間の比較ができる（褒16）．   

その結果，「若手労働者の確保」が－1．26点で叡も問題が大きく，ついで「将来の展望」  

－0．91点，「技術労働者の確保」－0．86点，「経営後継者の確保」州0．78点の順であり，問  

題点はこれら4点に集中している．その他の問題は「民有林での撃楽確保」－0．33点，  

「事梁資金の確保」－0．25点，「作業に適した機械」…0．04点であり，プラス評価は「国有  

林での軍楽確保」＋0．15点，「原木市売市場の設備や運営」＋0．23点である．すなわち，  

将来の展望が労働力問題との閑適で懸念されていることを考えれば，寮材生産業者の直面  

する間魔点はもっばら跡継ぎを含む労働力問題に集中しているといえよう．そして，その  

ような労働力問題のよってきたる要因についての関心はきわめて薄いのである．   

生産規模別では，1万m3以上を除くすべての階層で「若手労働者の確保」が最大の問  

題である．中でも5000～1万m3は－1．93点，2000～5000m3もー1．75点と澄も高く，きわ  

めて深刻である．1万m3以上では「将来の展望」の－1．38点が最大の問題であり，「若  

手労働者の確保」は「技術労働者の確保」とともに－1．08点で第2位であり，申規模階層  

ほどの深刻さはない．上層では労働条件の改拳等により若手労働者の雇用に自信を持って  

いるのであろう．   

第2位には1万m3以上の外に2000～5000m3，500～1000nf及び200m3未満では「将来  

の展望」が，5000～1万Ⅰガと200～500m3では「経営後継者の確保」が，また1000～2000  

m3では1万m3以上とともに「技術労働者の確保」が，それぞれ位置している．   

「民有林での軍楽確保」や「事楽資金の確保」は1万m3以上を筆頭に5000～1万m3，  

衆17 紫材生産コストを減らすために必要なこと（評点）  

Table17Pointsofissuesforcostdownofloggingbydealingvolume．  

立木購  林米機  林業磯  高性能  林栄城  一つの  作葉形  林栗機  伐出・  林道・  軍楽多  協業化  

入代金  械化の  械購入  林栄城  械の典  作業：呪  態に兇  械を操  搬出労  作業道  角化の  の推進  

生産規模別                                                    の低利  推進  資金の  械のレ  同利用  場の輩  合った  作する  働者の  の尭傭  推進  

融資制  低利融  梁塵の  

度  資制度   確保   

2001113未満  0．54  0．25  0．52  0．08  －0．20  0．06  0．24  0．51  0．67  1．09  0．01  剛0．03   

200～500  0．45  0．71  0．89  0．30  －0．02  0．36  0．71  0，78  1．08  1，44  0，26  0．08   

500′－1000  1．03  1．12  1．37  0．32  0．03  0．76  0．79  0．91  1．00  1．46  0．71  0．30   

1000′－2000  0．94  1，11  1．11  0．50  0．09  0．93  1．00  1．07  1．38  1．41  0．24  0．24   

2000～5000  0．78  1．22  1．29  0．85  0．24  1．10  1．24  1．34  1．46  1．63  0．93  0．66   

5000′、－1万  0．71  1．47  1．50  0．92  0．43  1．29  1．47  1．67  1．73  1．79  1．27  0．64   

1万m3以上  0．85  1．54  1．54  0．15  －0．50  1．31  1．46  1．46  1．54  1．77  1．08  0．15   

不  明  0．25  0．38  0．25  0．19  …0．06  0．19  0．44  0．44  0．69  1．19  0．38  0．06   

総  数  0．67  0．79  0．93  0．50  －0．02  0．56  0．74  0．88  1－06  1．38  0．40  0．20   

注：各項目について「大いに必要あり」「いくらか必要あり」「なんとも習えない」「あまり必要ない」「まっ  

たく必要ない」のいずれかを選択し，それそぞれの評点を＋2，1Tl，0，－1，－2点として平均得  

点を評定した．   
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喪18 高性能林楽機械等の噂入希望楽者数  

Table18 NuまⅥberofl咽gerSbyIlighperformanceforestrymachines  
inhopeofanddeaiingvolume．  
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タワ  グラ  グラ  フェ  スキ  プロ  ハ・－・・   フオ  
生産規模別  総 数                     ヤー  ップ  ップ  ラバ  ッダ  セッ  ベス  ワー  

ダ】  ル寒  ／レソ  ンチ  ダ   

ヤー■■・  

業  5001が未満   179   6   4   7   7 1 10 2  

500～2000   87  10  10   8   2   1 25 3  

2000～1万   57  12  17   8   2   3  20  10   3  

者                       1万m3以上   13   4   3   2   2   7   6   3   

不  明   】レ6  

数  
総  数   352  32  34  26   7   8  63  22   6   

構  500m3米酒  100．0  3．4  2．2  3．9  0．6  0，6  5．6  1．1  

500～2000   100．0  11．5  11．5  9．2  2．3  1．1  28．7  2．3  

2000～1万   100．0  21．1  29．8  14．0  3．5  5．3  35．1  17．5  5．3  

成                       1方m3以上   100．0  30．8  23．1  23．1  15．4  15．4  53．8  46．2  23．1   

不  明   100．0  6．3  6．3  
比  

総  数   臥7  7．4         6．3         100．0  9．1    2．0  2．3  17．9   1．7   

500～1000m3などでは－0．69点～－0．92点とかなり高い関心を得ているが，前3者ほどの  

問題とは考えられていない．また，「国有林での軍楽確保」は事業数の減少が統いている  

にも関わらず問題とされていないし，「原木市売市場の設備や運営」も現状で十分と考え  

られているようである．  

4．2．素材生産コストの削減の方策   

素材生産業者の関心は労働力問題に集約されるが，その問題を蒐服するためには素材生  

産のコストを削減し，労働者の貸金の上昇など労働条件の改単のための原資を撚出しなけ  

ればならない．そのことについて素材生産業者はどのように考えているのであろうか．   

紫材生産コストを下げるために必要と考えらる12項目を呈示し，それぞれについて  

「大いに必要」＋2息「いくらか必要」十1点，「なんとも貰えない」0点，「あまり必要  

でない」－1息「大いに必要」－2点のいずれかを選択してもらい，評点法によって重み  

付けを行った（褒17）．   

その絡軋「林道・作業道の整備」が1．38点でもっとも高く，ついで「伐採・搬出労働  

者の餐成」1．06点が1点以上で，以下0．50点以上に「林楽機械購入資金の低利融資」0．93  

点，「機械オペレ一夕の餐成」0．88息「林楽機械化の推進」0．79点，「作業形態に見合っ  

た機械開発」0．75晶「立木購入資金の低利融資制度」0．67点，「血つの作業現場の事業盛  

確保」0－56点が並んでし）る．   

林業機械については盛複した設問を用意したが，いずれも路網整備と労働力確保の問題  

につぐ間題として藍要祝されている．そこで，高性能林業機械としてどのような機械が求  

められているかをみると，全体ではプロセッサーの噂入希望が柑％ともっとも高い．つ  

いでダラップル寮の10％，タワーヤーダの9％，ダラップルソー7％，ハーベスタ6％な   
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どである．しかし，規模別による澄が大きく，とくに2000m3以上の上層と2000m3未満  

の小規模層とでは多くの相違がある．すなわち，1万m3以上ではプロセサーを54％が，  

ハーベスターを46％が，タワーヤーダーを31％が導入を希望しているし，2000～1万m3  

でもプロセッサー35％，ダラップル牽30％，タワーヤーダ21％などが目立つっている．  

他方，2000Ⅰガ未消では500～2000m3でプロセッサーを29％が希望しているだけにすぎな  

い（衆18）．   

なお，これらの高性能林業機械は依然としてかなり高価であり，会社組織といっても資  

本規模の小さい素材生産業者では単独で導入することは難しい．素材生産業者は資金問題  

について機械化資金と立木購入資金制度の創設に対する要欝が強いが，共同的な取り組み  

による機械化の推進については，高性能林業機械のレンタル制度が0．35点，林楽機械の  

共同利用が－0．02点といずれも関心が低い．   

最後に，素材生産業番組織のあり方については，「現状のままがよい」が35％，「とく  

に組織は必要ない」が13％であり，組織化の必要性を認めないものが48％に達する．「わ  

からない」や無回答と合わせた撫関心層の33％とともに圧倒的に多い．何らかの組織を  

希望するのは「素材生産楽者を中心に林発・林産来者を含めた協同組合のような法人組織  

の新設」9％，「素材生産業者だけの紫材生産協同組合のような法人組織の新設」11％，  

「素材生産業者だけで機械を共同利用するための共同組合のような任意組織の新設」6％で，  

合わせても27％にすぎない．   

このような何らかの組織を必要とするもの割合を規模別にみると，5000～1方m3の50  

％がもっとも高く，ついで2000～5000m3の46％，1000～2000m3の37％，500～1000m3  

の36％，200～500m3の24％，200王ガ未満の14％であり，中堅層で希望が高く，零細規  

模と大規模層で協同組合の必要性を感じる業者が減少している．  

5． むすぴ －素材生産業老の育成方向－  

5．1．素材生産楽者の育成対策の対象   

素材生産楽者は楽者数では2000m3未満の小規模，零細な業者が多いが，生産盛では楽  

者数の20％にすぎない2000m3以上に生産魔の79％が集中し，また生産規模の拡大や高性  

能林米機械の導入への意欲も高い．したがって，素材生産業者の育成は2000m3以上の業  

者を対象にすれば十分であり，2000m3末瀦についてはむしろ伐出労働者や一人親方とし  

て再編成する方が有効である．  

5．2．若手労働者の餐成   

紫材生産幾者が直面する最大の問題点は労働力問題である．若手労働者や技術労働者の  

確保が問題であり，素材の生産・流通コストを下げるためにも伐採・搬出労働者と機械オ  

ペレータ等の養成が，林道・作業道の整備についで大きな課題となっている．地域的な素  

材生産力を維持，向上させるためには，森林組合だけでなく民間の素材生産業者の要請に  

どのように対応するかが盛賓である．   

そのような意味で，近年，注目されている第三セクター方式による林業労働力確保対策  

には問題が多い．それは，同方式では森林組合だけが念頭に置かれ，民間素材生産楽者が   
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考慮されていないため，それを解体に追いやる危険性をはらんでいるからである．また，  

第三セクターは，形態は様々であるが，首長の強いリーダーシップによって市町村から多  

額の援助を得ている場合が一般的である．このような自立性の乏しい事業体が，首長が交  

代しリーダーシップが失われた後も存続できるとは考えにくいからでもある．   

紫材生産力の地域的な維持・拡大を図るためには，民間素材生産楽者の労働力の餐成を  

含めた対策こそが必要である．第三セクターは，それ自体が事業体として展開するよりも，  

有給制の林莱労働者餐成機関，民間素材生産雑著への高性能機械オペレータ供給を含む，  

林欒の職栄教育機関として再編成されるべきである．すなわち，餐成期間を3～5年間と  

し，この間に高性能林業機械の操作や事業費の見稗等の素材生産に関する技能や経営技術  

等を教育するとともに，給与や社会保障等の蘭でも都市労働者並みの処遇をするが，その  

後は自力で素材生産等の林業作業に従軍するのである．  

5．3．高性能林業機械の導入促進   

素材生産の生産性向上のためには林米機械化の推進が必要であり，上層の業者ほどその  

ように考えるものが多い．中でもプロセッサーとタワーヤーダの導入に対する関心が商い  

が，急峻な九州の林地を考えると妥当な選択と考えられる．   

これらの機械はかなり高額であり，上層といえども企業としては零細な紫材生産業寒が  

単独で導入することほ難しい．レンタル制度や共同利用機関の制度化等が望まれるところ  

である．素材生産業者のこれらの制度に対する関心は低いが，内容を十分に検討した上で  

のこととは思われない．  

5．4．林産事業協同組合の創設   

紫材生産業者の多くは将来の展望に強い危機感をもち，労働者の餐成確保や高性能林業  

機械の導入促進等の必要性を強く訴えているが，そのために共同化や協同組合化すること  

にはきわめて消極的である．   

しかし，国，興がこれらの対策を請じるためには受け皿としての共同軍楽体の形成が不  

可欠である．栄樹生産業者の共同組織として素材生産革梁協同組合（寮生協）があるが，  

それは国有林野事業の展開との関連の申で育成されてきた組織であり，事業ももっばら国  

有林における伐出挙業や造林保育軍楽の共同受注組織として機能している．民有林におけ  

る伐出生産の担い手としては限界があるようである．   

民有林での素材生産事業体を育成する場合，伐採跡地の荷造林と共に，生産した木材の  

加工流通にも関与できる形とすべきである．すなわち，新たな紫材生産事業体である林産  

軍楽協同組合が林業生産・流通において十分な機能を果たすためには，事業種目の拡大・  

多様化を図ることが必要である．組合員のための素材共同購入や作楽の受注に加えて，組  

合魔のための林業機械の共同利メ軌伐出生魔の代行，素材や製品の共同販売並びに木材加  

工などを一貫して担当できる組織でなければならないのである．   



&@%bk7 flk$!&*~%S&%%$D 1993 ~@%t?f&B%%%&@% & 6 L 3 ;S3k  

3 L>. %4z, 7 Y3-- bMSo%fikz%?z3 Tlkm%$Eu&%@7$@#@%o@gog# 
019 Eff9r"s%B72i#?z. t\'?%'it+C~ 6;Sl;S~;h 6-4"'EIrJr"s7Y's-- b ~ z H ~ L T T ; $  3IL-X 
H*@%%DB#k6Y6, F!z<@?L+LLV6&%Tzb6. &?c, 7Y3--b%%%% 
%E42 L T bl?c ?2'L>?c@ Eb&k€ (%W#%&H%@h+kI3Ffi) K 6 R&DBj% %%-P&% 
Tzb 4. &g, &$&BOB% td: 1994 VD H$W%&h+I)I3%k&T$B@ Lk. 

$599 M (1992) : 1990%gR&$%%% 2-Y X 948 B*#%a>&rfBt#g. (M) & ~ ~ E i - D 2 ,  pp. 146 
-186 

R@ &B% (1987) : $##BB25 &#o)@~@l-%753 B*$#%%?ffl3 Tbl b ijl? -. f H&%h%%% 
g.@&&, pp. 71-113 

&F$ E& (1993) : $4~#%a)@l%1k 15 %$$QB&i.;4%. hA@%E 69 : 55-76 
t.Y$ E& (1994) : %k$G:Mbf 5$#@@%D@? '2 $i&I~3blT. $##liB$B 89 : 4-10 

1;18ges;+mt (1993) : ag~o)~;lt@% . ~ l l ~ .  (M-) &;M;~MERB%, pp. 233-243 

Summary 

To increase the capacity of local forestry using resources of artificial forests, we should 

establish logging enterprises and develop productivity of logging. In this paper, methods of establish 
of logging enterprises are anaiyzed management, production system and problems encountered 
questionnaire to all loggers in Kumamoto Prefecture. From the results the following is suggested; 

(1)recipients of assistance of establish of logging enterprises should be limited to production over 
2000m3 and less 2000m3 be reorganized as  logging workers, (2) training organizations for salaried 
young worlcers such as high performance logging machine operators should be established by 
government, and organization such as  "the third sector" should be reorganized to implement it, 

(3) introduction of high performance logging machines should be promoted, and (4) forest producers 

cooperative composed of log production dealers. 
Key words : log production ; logging enterprise ; forest owners cooperative ; forest production and 
selling of forest cooperative ; high performance forestry machinery ; forest producers cooperative. 




